
設
置
上
の
注
意
点

お
手
入
れ
の
注
意
点

ご

使

用

上

の

注

意

点

૤ઔ

注意

૤ઔ

注意

注意

ஓ఻म਄ඞହ৥છपజः設置खथऎटऔः؛設置पਂ૟ऋ
ँॊधؚஓ఻のૡ౵ृ૳ৣपेॊॣफ़ृౌ಼ؚ૎ਗ਼হ௛
のਉ౤पऩॉऽघ؛

ஓ఻धසैघ੟धの෱௞मؚম৬਀ંऽञम਄ඞହ৥છपజढथ
ેীऩ෱௞॑਄ढथऎटऔः؛੐৒औれञ෱௞ेॉ੺घऍॊधؚ
ছথউقਗ਼ૉكの೸दසैऔれञ੟ऋ૗౦ृ૗஄खञॉؚౌ಼の
ਉ౤पऩॉऽघ؛

ఊ৶ૼ୒঻ਰਗのযऋஓ఻॑ীੰखञॉؚఊ৶؞੝ୗमബৌ
पষॎऩःदऎटऔः؛
૎ਗ਼ृ๫ਗ਼ಉのহ௛ؚ௛௽のਉ౤धऩॉऽघ؛

ਗ਼౺উছॢの௷ऌ୷खमؚ૑ङউছॢ॑੅ढथষढथऎटऔ
ः؛॥شॻ॑ਬढ୑ॊध॥شॻ॑ംीؚ३ঙشॺपेॊౌ಼
ृ૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॊऒधऋँॉऽघ؛

ছথউ�ਗ਼ૉ�म९ॣॵॺपનৰप਄હऐथऎटऔः؛
点ྩਂଐृ૳ৣखथ୊௤のਉ౤धऩॉऽघ؛

ം॒ट॥شॻ�቗଍の່লृ૵଍�मؚजのऽऽ使用चङؚઉ
ठपਗ਼ਞ૲पઐఌఊ৶॑ごൂ౅ऎटऔः؛
ം॒टऽऽ使用॑ਢऐॊधؚౌ಼ृ૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽ
घ؛

ご使用রؚਐऋ঳ஓ఻の౮ଞ�৅໛ؚ౮ႝ�ऋੳीैれऽखञ
ैઉठप使用॑রૃखथਗ਼౺५ॖॵॳ॑જॉؚ౮ଞ૾ଙのお
औऽढञऒध॑નऊीथऊैؚੵহ૲ؚ୿ਲ਼૲ྼमਊ঺の१
؛অ५पఊ৶॑ごൂ౅ऎटऔःش
౮ଞのऽऽ使用घॊधౌ಼ृ૎ਗ਼のਉ౤धऩॉऽघ؛

ᔳෆৎஓ఻のਗ਼౺॥شॻमශऑथ੥൶खथँॉऽघؚ使用ৎ
मශऑञऽऽ使用खऩःदऎटऔः؛
ૌ೸खञॉؚౌ಼のਉ౤पऩॉऽघ؛

ቨれञ手दऔॎैऩःदऎटऔः؛૎ਗ਼のਉ౤धऩॉऽघ؛

点ྩরृ଎ྩઉ৏のছথউ�ਗ਼ૉ�ृஓ఻पमऔॎैऩःद
ऎटऔःౌ؛ംのਉ౤धऩॉऽघ؛

ஓ఻ध೤इृघः੟ऋமඡघॊेअऩৃਚदम使用खऩःद
ऎटऔः಼ౌ؛のਉ౤धऩॉऽघ؛ ਂ਍৒ऩৃਚप設置खऩःदऎटऔः؛

౵れञॉؚ૳ठञॉखथؚౌ಼ृॣफ़のਉ౤धऩॉऽघ؛

ஓ఻のघऌऽृଣਗ਼าಉपসരథ॑୷ख੢ऽऩःदऎटऔः؛
૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

ஓ఻॑ഘؚ౛ऩन೤इृघः੟दおおॎऩःदऎटऔः؛
ૌ೸खथஓ఻の൏௤ؚ௛௽ؚ૗஄ؚౌ಼のਉ౤धऩॉऽघ؛

॥থ७থॺपਗ਼౺উছॢ॑୷ख੢॒दॅॊःधऌमؚ使用ख
ऩःदऎटऔः؛ૌ೸ृౌ಼のਉ౤धऩॉऽघ؛

ആ২のৈऎऩॊ੟�५ॺشঈऩन�の੺ऎद使用खऩःदऎट
औः؛ஓ఻の૗஄ृౌ಼のਉ౤धऩॉऽघ؛

ਗ਼౺॥شॻ॑૮৶पශऑञॉؚबगढञॉؚਬढ୑ढञॉؚ
ၱऩनのੇ఻ध෢の৑पგ॒टॉखऩःदऎटऔः؛
॥شॻ॑௤ംखؚౌ಼ृ૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

ਗ਼౺॥شॻの上प੟॑ൗचञॉؚ౷॒टॉखऩःदऎटऔः؛
॥شॻ॑௤ംखؚౌ಼ृ૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

点ྩखञऽऽஓ఻॑੅ठઈयऩःदऎटऔः؛
ਗ਼౺॥شॻ॑௤ംखؚౌ಼ृ૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

௨དද؞ଆ਷ಉの५উঞشऩन॑ऊऐऩःदऎटऔः؛
ஓ఻の૗౦ؚ૗ସのਉ౤धऩॉऽघ؛

؛ご使用の৐पؚऒのٌ਍৸上のご注意ٍ॑ेऎおഭाのअइؚਫखऎお使ःऎटऔःپ
ऒの਄ඞହ৥છ఺लଲષषの਀ંदमؚଲષ॑਍৸पਫखऎお使ःຘऌؚँऩञृ౎のپ
ؙযرषの஠૩ृଃਓ௤૩॑౞ேपଆૃघॊञीपؚःौःौऩ฻਀ં॑खथःऽघ؛
ؙ฻਀ંの意௡ध৔ઍमઃのेअपऩढथःऽघ؛

૤ઔ؟
注意؟

਀ં॑૮ଳखथෙढञ਄ඞः॑खञৃ়ؚযऋଈಝऽञम੎ം॑଀अ૭ચ
ਙऋ୳৒औれॊ৔ઍ॑ંखथःऽघ؛

਀ં॑૮ଳखथෙढञ਄ඞः॑खञৃ়ؚযऋം૩॑଀अ૭ચਙऋ୳৒औ
れॊ৔ઍおेल੟৓௤૩のाの৅েऋ୳৒औれॊ৔ઍ॑ંखथःऽघ؛

खथमګګ
ःऐऩः

ীੰखथम
ःऐऩः

਷ৃद
使ॎऩः

औॎढथम
ःऐऩः

खथګګ
ऎटऔः

ਗ਼౺উছॢ
॑௷ऎ

৳ோ用

ቨれञ手दऔॎैऩःदऎटऔः؛
૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

৥ॊऎ਍৸प使用खथःञटऎञीपؚ৒਋৓ऩ஬྽ध点ਫ਼
॑खथऎटऔः؛ஓ఻のළれम࿺ःञฑैऊःഘؚྼमরਙ
ຸද॑࿠खञฑैऊःഘ॑ेऎ๮ढथሁऌ਄ढथऎटऔः؛

ছথউ�ਗ਼ૉ�ઐఌৎमؚ૑ङஓ఻ম৬ृ਄ඞହ৥છप੐৒औ
れञुの॑使用खथऎटऔः؛
৑ୀढञৃ়ؚ౮ଞૌ೸पेॊౌ಼ृ௛௽のਉ౤धऩॉऽघ؛

ছথউ�ਗ਼ૉ�のઐఌृお手入れघॊधऌमؚ૑ङਗ਼౺উছॢ
॑௷ःथऊै਄ॉऊऊढथऎटऔः؛
ৢਗ਼のऽऽষअध૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

使用৉ୠのਗ਼౺ఢణਯ���ঊঝॶऽञम��ঊঝॶ�प়ढञஓ఻॑
使用खथऎटऔःॖق؛থংٕॱૄ॑௾ऎଣਗ਼ྩஓ఻ك
ऽठऋढथ使用घॊधؚౌ಼のਉ౤धऩॊऒधऋँॉऽघ؛

মଲષम঳ಹો৔用ஓ఻दघ؛ોਗृຉ஼ऩनဒਞの੗ः
ৃਚृஓ఻प਷ᅙऋऊऊॊ૾ଙदम使用खऩःदऎटऔः؛
ஓ఻の୊௤ؚ૎ਗ਼হ௛ؚ๫ਗ਼のਉ౤धऩॉऽघ؛

਀ંऔれञਗ਼౺ਗ਼ಓਰਗदमബৌप使用खऩःदऎटऔः؛
৑ୀढञৃ়ؚ૎ਗ਼ृౌ಼のਉ౤धऩॊऒधऋँॉऽघ؛

્प૵ॎॉの૮ः଒ॉؚ৹୾ஓ�ছॖॺ॥থॺটشঝ�धのಡ
用मदऌऽच॒ق؛ଣਗ਼ྩؚটش঎ঝॺঁট।থஓ఻ك
ॳছणऌृয়ठ଎इಉの点ྩਂଐृ৹୾ஓؚස৥ஓ఻の௛௽
のਉ౤पऩॉऽघ؛

३থॼृشঋথ४থಉのม৅ਙのुのदሁःञॉؚ௨དදृ
ढ़অ਄ॉද॑ऊऐञॉؚॡঞথ२شಉम使用खऩःदऎटऔः؛
ஓ఻पം॑णऐञॉؚ૗౦ؚ૗ସのਉ౤धऩॉऽघ؛

଎ྩઉ৏のছথউ�ਗ਼ૉ�म೸ःのदؚബৌपಞ手दऔॎैऩ
ःदऎटऔः؛ছথউઐఌमഐइथऊैষढथऎटऔः؛
ౌംのਉ౤पऩॉऽघ؛

ছথউ�ਗ਼ૉ�の਄હऐؚ਄ਗखのৎमफ़ছ५৖ী॑ਘऎ඼ॉ
खीऩःदऎटऔः؛
ছথউऋસれथॣफ़॑घॊതれऋँॉऽघ؛

ஓ఻ؚছথউ�ਗ਼ૉ�म਷ຸःखऩःदऎटऔः؛
ౌ಼ؚ૎ਗ਼হ௛のਉ౤धऩॉऽघ؛

৳઒৔ઍ॑ेऎおഭाःञटऌؚ୿ਲ਼૲৅ষの୩ઽછध়ॎचथপજप
৳ଵखथऎटऔः؛ごභ入औれऽखञૹષपਂ఻়ಉऋごकःऽखञै
お手ਯदघऋؚऽङमごභ入औれञ૲๘षご৴൪॑おൢःಱखऽघ؛

୿ਲ਼૲஘のᔩഀق୿ਲ਼૲੡؞ਚ૔৉؞ਗ਼ਵ୞ಀुكखऎमؚ୿ਲ਼઒৥છ॑
๣હखथऎटऔः؛जれਰਗのुのम૮஍ق৳઒ৌ଴ਗكधऩॉऽघ؛

ષ୞7,؟/����� ਄ඞହ৥છؚম৬ቦહছঋঝの注意पజढञਫଞऩ使用द৳઒਋৑৔प௛௽खञৃ়मؚ૮೥ఊ৶؝ڭ
ؙؙऔचथःञटऌऽघ؛
ఊ৶の૑ਏऋেगञৃ়मؚおେ上ऑ૲の୿ਲ਼઒৥છधଲષ॑おେ上ऑ૲षご੅૞の上ఊ৶॑おண؝ڮ
ؙؙखહऐऎटऔः؛
؛ఊ৶ごൂ౅दଛैれॊৃ়ؚ৅ଛৎのଛમमお௢஘のご଀૿धऩॉऽघ؝گ
كႨ঺ऊैのନଛમमႨ঺଀૿قؙؙ
؛মછम঩মব৔のापथથ஍दघ؝ڰ
؛ઃのेअऩৃ়पम৳઒਋৑৔दुఊ৶ા用॑ணखਭऐऽघ؝ڱ
ૌढञ਄ॉඞःؚਂਊऩఊ৶੝ୗ॑ਭऐञଲષؚధलपご使用঻पிભऋँॊधઅइैれॊ௛௽كॖق
ؙؙؙྼम୊௤؛
؛૳໹ऩनのଠ಼ؚధलपਁ૩ृ౮ଞਗ਼ಓऩनのਗ৖ਏ౤पेॊ௛௽ྼम୊௤؞਷૩؞৉൜؞಼ౌكটق
௩࿹षの࿌ൗऩनؚ؞঵ਜ用用ಥप使用ؚ੤૏ق؛ଞの使用॑தइॊ႓使૾ଙपକ౤घॊఊ৶ৢكঁق
ؙؙؙ঳ಹੇ൦用ਰਗप使用औれञৃ়の௛௽ྼम୊௤ك
؛୎ૡؚ๔௦ષಉपथおେ上ऑ୿ਲ਼૲पఊ৶ൂ౅ऋলਟऩःৃ়मؚႨ঺पおਖः়ॎचऎटऔः؝ڲ

৳઒਋৑قごභ入঩ेॉڭফ৑ك
ْ૮೥ఊ৶৳઒෇೧ْٓ৳઒છٓ

୿ਲ਼઒৥છ๣હჷ

ஓ఻の੡ูधல஘

Gauge Tube Lamp
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【お客様へ】
この器具の取り付け工事は、必ず電気工事店（有資格者）にご依頼ください。一般の方の工事は法律で禁じられています。

【工事店様へ】
施工前に、この取扱説明書をよくご覧の上、正しく施工してください。工事が終わりましたら、この取扱説明書は必ずお客様へお渡しして
ください。
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ڮ�¼كહشথؚ૳ৣଆૃডॖখشॳख़ق፼ॉ఻঳ૄٴ
ഓ༈ঞথॳ౽ٴ
؛፼ॉ఻਄હস఻मؚੵহ঵঻஘पथ౪用意ऎटऔःپ
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注意

本製品にぶら下がったり、物を吊り下げたりしないでくだ
さい。落下の恐れがあり思わぬケガ、家財の損傷、破損や
故障の原因となります。

ご使用上の注意点

故障の際の処置について

ランプの交換について

注意

振動・衝撃の激しい場所には使用しないでください。落下
の恐れがあり思わぬケガ、家財の損傷、破損や故障の原因
となります。

注意

器具に異物やほこりが付着した状態で使用しないでくだ
さい。器具の発火、感電、故障の原因となります。

注意

殺虫剤・防水等のスプレーをかけないでください。器具
の変色や変質、故障につながります。

注意

感電や火災の危険がありますので、分解改造をしないで
ください。

注意

温泉地等の腐食性ガスが発生する場所、海上・臨海部等の
岩礁隣接地や塩素使用のプール付近ではご使用出来ません。

注意

ご使用中に異常が生じたときは右表を参考にご確認
ください。

注意

右表の内容をご確認いただいても異常が改善しない
場合、電源を切って工事店・電器店へご連絡してく
ださい。（ご連絡の際、器具の型式名、ご購入時期
をお忘れなくお知らせください。）

1-99200411/B

主な原因 対処方法

ランプがゆるんでいる ランプを付け直してください。

ランプが切れている ランプを交換してください。

ブレーカー(主電源)が落ちている ブレーカー(主電源)を入れてください。

コードが断線している 工事店・販売店へご相談ください。

大雨等により漏電している 工事店・販売店へご相談ください。

器具の取付方法

フランジを天井に固定します。1

①本製品取り付け場所に既設製品があれば、取り外して本製品の
　フランジを取り付けます。
　※フランジの取り付けは、本製品の重量に耐え得るよう取り付けて
　　ください。取り付けが不十分ですと、製品落下による事故の原因
　　となります。
　※フランジ取り付け用の金具は、工事業者様にて御用意ください。

チェーンと落下防止ワイヤーを取り付けます。2

①チェーンを器具本体のフックに取り付け、落下防止ワイヤーも
　フックに取り付けてください。
　※落下防止ワイヤーの片側は、フランジに固定されています。
　※落下防止ワイヤーは、軽く張った状態で取り付けてください。

結線を施します。3

①本製品から出ている電源コードを天井配線と結線してください。
　※電源コードは極端に屈曲させないでください。
　※電源コードの結線箇所は適切な絶縁処置を施してください。

フランジカバーを取り付けます。4

①結線したコードを中にいれ、フランジカバーを引き上げて
　カバー押さえで固定してください。
　※電源コードを挟み込まないようにご注意ください。

【フランジ寸法】

フック

ワイヤー固定金具

落下防止ワイヤー
16

39

14

28 15.6

3-
5

12

Φ13

寸切りボルト

注意

本照明器具の工事には、電気工事の有資格者による施工
管理が義務付けられています。工事は必ず有資格者が実
施してください。

注意

本製品の取り付け場所に、既設照明器具が設置されている
場合、安全上取り外した上で新しい照明器具の取り付けを
行ってください。

注意

安全のため、器具を取り付ける際は、必ず電源を切って
作業を行ってください。 注意

回転止め用の木ねじを使用する場合は、板厚３ｃｍ以上の
ところに取付けてください。取付けが不十分の場合、落下
の原因となります。すでに器具が取付けてあり別の器具を
取付けるときは、前に使用していた木ねじ穴を使用します
と落下の原因になりますので絶対にお止めください。注意

本器具は非防水ですので、浴室などの湿気の多い場所や
屋外で使用しないでください。火災・感電・故障の原因
となることがあります。

施工前のご注意

ボルトを外し、網シェードとランプカバーを
外します。

1

①六角棒レンチでボルトを外します。
②網シェードとランプカバーを外します。
　※ボルトを外しますと網シェード・ランプカバーが
　　外れます。重量がありますので、取り外しの際は
　　十分ご注意ください。

ランプを交換します。2

①ランプを外します。
②給電側を確認しランプを取り付けてください。
　※給電側にはシールが貼ってあります。

ランプカバー・網シェードを取り付けます。3

①ランプカバー、網シェードの順で取り付け
　ボルトで固定してください。
　※ボルトの固定はしっかり行ってください。
　　取り付けが不十分ですと、器具の落下に
　　より事故の原因となります。

注意

必ず電源を切って作業を行ってください。感電の
恐れがあります。

注意

消灯直後は器具やランプが熱くなっていますので、
時間が経ち器具やランプが冷めてから交換をして
ください。

注意

必ず適合ランプをご使用ください。
蛍光灯はご使用になれません。

注意

取り付けが不十分ですと、点灯不良の原因となりますが、
過度な力で握りしめたり回したりしないでください。
ランプの破損の原因となります。

注意

LED蛍光灯はお住まいの地域の地区自治体の指示に従って
廃棄してください。

注意

安全の為、ランプ交換作業は二人以上での作業を
お奨めします。

【適合ランプについて】
FL40形LED蛍光灯 × 1本（口金 G13）
型式︓FSLM40LLSH542-ACV15

電源(安定器)内蔵形のLED蛍光灯専用器具(片側給電方式)
※製品本体のラベル貼付け側が電源の供給側になります。
※通常の蛍光灯は使用しないでください。発熱・発火の恐れがあります。 


